
5鷺藝。嚢亙s

織簿式空申罵蘂鵬蓬測定輝臆ついて

撫凝叢隣寛軸　和預　議一郡繋

　　　　　　　　　　　饗　　濤

　’盗中・罫1饗‘に、虹る士慰繋奪運駕　　梅飾）てゴ箋．鴛憐辱童　と雑姦わ

せ一螢薄轄i糞に1翠ll餐の溜験磁蒸ゴ賓劉なう，痂め辞　霧慶総（ノ）輩凝蹴瀞／焦l／馨

と異なつノ　タ〆ビ　　1瞬覇定器を償氏！乍した尋うで，　そ（つ媛功1、琶に、

〆；）いて叢兇拶／す曽る、灘1難鑑4霧鐸　爺瓢～読〉ると鐵露寺に緩！　“舞p．

の三墨問を省くような構造に覧、，さ鹸こ瀞／定さ2鷲象磁雪蓬、ヌ、二

ζ難濁二表に「試つて鱒達）隔，、1低澄1〉数蕉卸を5鉾す、ようにし1撫．　，舞

叢二♪磁暴汽 雛鉦議シ＼（衿舞琵1墾粋．方？去とし、て『隊え診灘、る2，　3の！列

について述べた肇

蕊．緒　　霞

　空劇豹　曜1爺こ菌隅し．て櫨）あるこ熱癖㌔孕
に舞富：　穿熱蟻癖蒙罫継タ）灘碁㌧、数、∬ぞ㌔・、繊寿烹，蓋嚢48彗 琴凱讐幾1殴｛　菰

経済再建5のため1薮留米辮の蛎　／1．「・た緩万分の濁（〉 酬　罫

翼が…／繊貸与麟更ゐよ繋ごよつてか1三よ雛1礁縣 薩に

ジ和炉馨してきオ麟て構藍訪｝であること漆檬、醤図虹寒胤，1　よニパ鷹な

ー）て㌧獣た，、　　　1　響翻葦甲膿銭峯鱒三嶽聾こ牽ljノ瀦摩剛馨冠、　，マ・〔ぐ1寒，

驚蔽・色濁，7／く難諺綴箋その他試餐致鰻㎡響蕪状など、iごき1弓、、／ボ書 『愚だ

け讐びなく，f藩奪　1蕪こiξ範牽夢L　l蘇ノ頚、拷響／l改駕灘駈蕨し楓、1融鑓

的に覇定すべき亀，のであ灘、、1纂1ゴ（鼻各種の津ll建を行叡

よ露㌘と『する撫磁裟講．藝灘華籔の禦燵瀬1勺毅鴛il、転力㍉齢・（暗丸茎れ。灘漆烹警

、1癌騰襲業罫藩1鱗誓こ淋／蕪黛1行なう／、ごは欝　鴛翼慧蝶》跳疑二　馨汽蕉

／県を欝／マ・恐の鳶鼠／菱禾薙てぎ　愁、、業遊選辱ノ）茎轄婆漢藪鑑奉撃（濾各、強の

書疑i錨桑を灘1鍬嫁乏、。，轟篶、さ1こ書典鱗シす灘、妃め一一鼎つ 一へ〆二津艶麗　iを讃・

馨窺に．ね摯擁之き　隠いたも粋『ζ3ある力鼠，　この講・二ψ今・や〆二）ぬ・島、き

をなノレらか戴、）ヲ1塗で麟饗甕イヒ摩皿きノ繋勘一緯え』髪『レ・、飯とこ・、葺嚢

艇）イ詳u．載（気s．の麹鴛．R（》髪絶雛鴬R．」、蔓・魚（激瓢雛儀雄叢／・滋潟ξ

家醗ぎの渕定奮“　新i墾を米1 ド騎灘套協会め、雑誌欝蒙ひ

鱒慕嶽鷲徽難〕磁蝦C王豊雛9隻三騒鷺鷲黛墓V《擁、二≧（，，N（）．／1こ響義．費さ鼠勤ノご

の学ぞrれを参．鍔資料・として従ll来の灘鯵。鷺1馨瓢葭1良　加瀦岬Ψぐ

試／乍してみたq　さらに欝づ竃を省くため1鱗　　　懇ノ腸いて緩ゴ達鷲

に1簿拝薫摩唱るプy濯鳶蓬冊縁え象こ，、

　この灘賦磁強1　載計ll紅鋳i鄭遜と 和1二蘇と’瞭蓑薄し，噸密了な〆〉た

寿三繁懲慧で乍、1　〉1灘灘　 雛製、＿糞麟購鼠謡i　iし．．．　しは匡轄　　　ト

鵜　簸を難1えたので暴1拶〉1娠汁。よ婁はソζ．華萎薦二なも轟が、

　　1、甕鰭量1羅

き慶〉カシつノと）1轡壌ゴ呆蓬轡ジ）ノこ1ぐ）ゾ〉、・、、乱1寅薄麟1．誌壌二鎌レ々1望

／．「、ラ　　　　1　　　　、た、、灘i／淀ぼ繕7〉／鰻1薄熟粟麟ネ蕪，よひミ承蓬、葦鷺

　　　こ〆、λ・て≧欝　＞、虹誹に誕三摩嚇、，

　瀞らに婁署乍、．ヒ（ノ）舞書提襲メ駅や、ぐ、、｛黄・1縄甕餐など鏡げ）いて満上　購嬢

撰騰、．野雄噴葦村嘉醒i／都の1瞬技顧ケに御1協，カをいただいた“

慧．　凄幾警浅の肇薄造

　琴紹、裁資銭、・た｛．黍8壽丸轄蕎擬貰雇1磁繕韓爆こ舞蓼孟蔓膿こ擁て記、，た。諏う

鏡き　そゲ）薬露濾登、玉を妻ま馨鴛y三篇t撫の業昆　 舞段鷺／i馨「アずソノぐ

購メー一一タ鞭1に／羅、てい恐難療褻．総からあ恐撫聡嚢鞘壌嚢ノ）捗　浦瀞／

定1｝虹ど1麹雛がある謄獲℃）計算を必要とす懲ので，ご導

、尋算の覇縄鷺極力はぶくこ、滋を考え次のよう就　ξ靴行

藏！ ，燃、鐸ぎ三瞑1紅よ・つ““　罵1鍔博皿恐、とゴ網携駐 馨．盤建）（ノ），メ．スで

一　 、およびA～はそ醒L乱．オ“壁憂鑑の擁馬轍・鍋1翼こ1戯1径〔｝．婁

黛暮蕪の雁、1二擁｝で1辱毫磁フ▽釘る、、，メ　・一諾一ク鷺藩5。数蔦／ミ蕪ノは円趨灘

の繕賑を蓬禁作する　ドラギブビきン／頓）と中痴，・，1、竃Aしを結悉懸犠

ll盛こ1三1魂の1蕎謬1輸び証！芽、L鱒ぐあ欝　　謬耀煮・ミ激）要　A－A／轍

1対’し噌ぐ擁一憂ダの欝i響妻1〉．納ぎ漆叢ジド、ギ　暁ピン／露こは誌／墾と

捻．〆、）て漫罷藩響れ・懲、諏うにし，　パ嘩嬰ツタススケーノ1〆　　δよ

び⑬礁一難／の動ぎ＜〔剣棚、いこ脇騰標翫驚熱試〆浮

携、鷺轡の糧猿沿を乏）．（）2覇撒鷹て曇み護鰯1、るよう轍し、

　／隻威はX輝iぐ十）（一一）どちらグ，）．メ懲萌［＼も鷺一鷺ノ　濃1霧、なぎ

墾1・墨の審姶膵ぴ釣鉦冶・てド塑唱で、“の疑）が鋤ける、激

評　　』　　払蕗乱てレ・る、、、伽1え琴，ド円葦難を壽麟瓢蒸v磨1》7　ツ

グ㍉、壕薫lii．三しく2，（難資賑嵐聾鋳㌔耳価と摩悼恐と鷺藩3よ鴬1ミβ鷺濾雄．1し

（く（乳5y鷺鵬霧舞マ・、弩．．鵡、とになる、、群鵜メぎの円癬錠雛1雛義繁こ諭触躰

一動¢）て黛蕪誰峯よ鳶冠藝ノもり1納きは壌　を主撚馨・黛、と欺ぞ、摩糊癒驚、．ズ雛

ノマララツ．クス「スケー．ノレ毒勢韓こ鷺ン鷺’、ξき、、聾）．勧漕の齎糞i・ま灘購

1こ窯寸Lてそ穿1、ぞ憶観2笠輪黛　勤く，よう㍍糸騒蒸熟榔ぐら澤し還ケ・一ノレ

〔難㌶袈慧ギ葺鈴ノ斐にL．て，　鑓覆蝶の衰撚燃を　洗　とし　4灘熱を婁

　　じ入し賞畷ダ購箪羅拶〕》動き蕉㌧そ（乃ま麟　　）るように乱、た蒙

　メ還マークを1入i榊’・た7難ラ臓チツクの円難．！嵐叫一づ投1鵜醗

～・誹れ、て、・そヨ之射仰1典舞糞罫ド1〉桜舞－＿監こ緊ぜて／’凄、／購聾繕窯6（／雲憶

難懸申！むにL。て1　幽鰭31）瓢孫／立嘩編撫蓉》桑爵恐、ようにし摯

簡隔調節スタリ諾一ぐげ）隔虹つて／繋作するや、

凝シー・一・（27蓑り



∫趣餐業糞欄達鰹拶筆月多報　（鮮ぎi31巻　肇講3・響）

㊥⑧⑫ ⑬

① ケ）

⑤，
薙）　隠醸欝漂餐｛（1．（12撒螢）

⑦　　　　　　1ご三．一

導．1）

籍真’

ス
．
スケー．ぎレ　（雛／龍”

乳久ケー・1、・（〔），〔）急熊叢曳）

欝嵐灘

　　　　ドヤ
　　盈撚1
　　　　瓢豊
　　　　　1　　ヂ
　　　　　1　　／
　　　　　駄》　　　　　曇　ノ
　　　　　巻偏　　　　　きず
繁
唖
講“＿＿＿＿＿幅議＿鼎

轟

．跳、一ノ業＿

憩争言摩趨蟻　　緯

　　蕊

魔鵬霧鋼　　轡
　　　工　　　　　　　　　　　　…　　　　　　　　　　　キ　グ　　　　　　　　　　　ぐ1
　　　　　　　　　　　鱒翼
　　　　一隅｝　㎜㎜’｝鎖
　　　　　　　＿＿＿哨』＿噛輌＿説楠
日心一脚二辱皿“　　　　訳
　瞬遜釜鰯

舞

麺、雛継製

2　鎌

　緯盤は第窯図のように聾一欝がA－A～よ！り小さ癒間隔

の馨寺もプくきな閥1籍の糞寺もいず意Lの1む向にも1鰹惑碍ことがで

きる、嚢一登がA－Aノよ1）小惑くなつたということは高

婁に象灘鱗1づ咄ると二基鷲莚、転に素｝して腐くなつたこととなり，

大きくなつたのは基準点よ1ラ低ぐな吟たことを表わして』

扇る　（第3図参照〉、、

　轍の講雛薮を一・兇して肇錫華できるように蕎1い方に赤，抵

い方は毒1でパララッ〃慌スケ～ル⑭お．勲び⑱に数字を記

フ、し．粋た、、

婁．基本繰作

鷺一登点閥の間隔と1樗幕心、轍A－A醤遡騨）閥隔の等しい時

はバララツク　ス践ケ～ルのインジケータ指標は零愉示

し，実体視、すると蓋A”および嚢獄の2つの浮標の高

瀞は同¢である。力肩フに1導盤をどちらかの方向に、魍L．，

懲一欝間隔がA－A／／翻籍より小さくな惹と浮標嚢霧が浮

標A聾よ！）も縞い所に実体的鰭みえる。、この高きの量

はノミララツクス、スウ～～ノレの＿靴に葦懸わ壽Lた蓬難に賛翼粥摩叫る輪

もし円盤を反対に1鰻Uて黎一魏の間隔がA－Aノよ！）大き

くなると浮標暮轡は浮標l　AAノより低い所で実体視さ

れる。

　蝿i形模｛象の．、1二二で高さを瀞iるためにま・ず、基準、乾にAおよ

む窟Aノ¢）．メスマークを聞聾鯖蕎薄蜜漿、スクリ嵩一て壌周欝iして浮

標AAノを接地させる。　この時．パラヲツク、ス、スケー一ル

8そ鮎一罐3の



嚢S式鷹中響真携塞測驚桿鵜ついて（加々美時寛・灘二晒義一郎〉

訴』一 一灘一一一畷

鋤バ
20撫

鷲（〉

△1

／ 暮

　プ（x》
　嚢雛
　薮〉

　7瀞　紛　　 型’　嘱／
　鱒＿ゼ～巽編　　翫L　　　よげ　　　　　　　　メ　　　　でヂン
　鱒　　　 ・擁震煮，　　高　　 拶

3継、．　　／㌘☆☆イ
　灘　　　　　　4乙／／／／／

忽　4◇◇／・
1
、
・叛◇☆ク
ポ◇瓢，．．，．．．＿．

縣　　聯　螂螺蘇礁齢癖輪　礁癖礁繕鎌鄭癖総癖蠕遍　蝿

　　　　　　　　　幌差藻（驚鋤
剛 綴 摩

サ瀬 欝
　構
瀞

柴　ず 雪　　窺

　齢、一
　欝篠毒

欝
燕

…一一魂

　　　蔭～．舛に覆

．☆・▽1／

織瞬嚇懸硬婿噛協癩獣聯顎艶鶯

舞轟認睡礁取料略）｝c
転》韓一鍵o・一一・轟一磁魏

　　　　撫嚇一織鰭
　　　　嬬一撫み…規蒙蕪

・輿点　　・映像点

のインジケータ指標は零を指すようにして置く。次に測　　　　　　　　　一　霧瞬

定を行なおうとする点に機械をずらして熱および驚のメ

無一一ク襲畑写靴の麟給焦浮標露減基鞠論の融憲～、一 廠骸は嫌、眺緬．蒙っれ
点において実体模像轍接地するようにメラ癌ックススタ　　　　　　　　　　　　ぶ＋轡

り講一を園転して調節する．

空中写真の幾何学的方則によ夢視差量は実体模像の垂　　融叢位のものが多いが，胤の写真は飛行葛度葺，瞭／鱒，嚢

薩の寸法に比例更♂七高姦の問隔癒表わしている．　　　　　　倉○撚，写真基線長醜憩飯陰驚前後で，標趨差鐙計算式

婁7一（鯉）



地質調査所月報（第1＄巻第3号）

h＝一之互．の分母B＋Pは，Bに対してρはぎわめて
　　B十ρ

小さいので・々〒一響として近脚こ計凱て磋支
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え
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　最も簡単な測定の方法としては次のようにすればよ，

い。すなわち1，皿，皿，3個の高さの既知の点を基準

とし，各点問の高程差を求める。同時にそれぞれ各既知

点問の視差差を測定して視差差1mm当りの高さを算出

し，平均値を求める。この視差差1mm当りの高程を基

準点と各観測点との問の視差差に乗ずれば所求の高低差

が得られる。

　第3図は視差差から簡単に高低を求める図表で両対数

方眼の縦軸に高さをとり，横軸に視差差をと？た。図表

の用い方は観測に用いられる一対の空中写真を標定し，

高さ既知の基準点間の高低差と視差差のそれぞれの価の

交点をとり，その交点を過ぎつて左45。さ力勤の斜線を

引く。この斜線は標定された実体模像中の数多の観測点

の視葎差と高さの関係を表わす線で，これにより測定さ

れた視差差は直ちに高低差として求めることができる。

ただ中部山岳地帯のように壮年期に解析されて，起伏の

きわめて多い所では一対の実体模像の中で高低差が数百

mにも達することがあり，そのような所ではこの図表は

用いられない。この図表の利用は高低差200m位までが
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4。，地質調査への応用

地質図調製に当つて空中写真を用いてMappingする

場合，岩石の変化による地形的特徴は地上を歩いて観察

するよりも発見し易い。それらの特徴は分析し，系統的に

集成して写真地質調査を行なううえに重要な役割をする。

写真地質調査は写真がありさえすればできるというも¢）
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である。その利用の仕方にっいて次の例によつて説明す
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　例1　第5図のように岩質の硬軟によつて地形的特徴

を表わしているところがあり，曾）（P）⑲⇔などそれぞれ岩

質による傾斜変換点を示しているとずる。一対の写真の
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第　5　図

実体模像中エn層が各所において明瞭に判定できるので，

この層をKey　bedとして各層までの鉛直間隔を測定．

し，傾斜角のCOSを乗ずれば各層の厚さを測定すること

ができる。測定の方法は実体模像中m層のα）に浮標AA！

を接地させ，次に（ロ）に浮標BBノを合せるためパララック

ススクリューを調節する。浮標BB！が（ロ）に接地した時

のパララックススケールを読み第3図によつて高さに換

算すればこれがα）一（・澗の高低差である。以下同様にし

て曾）一⑲　臼）一目問の高低差を求める。ただしこの場合

α）一（ロ）・臼）一⑲および臼）一目はほぼ平行に写真上に点を

取らなければならない。・

　例2　、岩石層は厚くなつたり薄くなつたりして一定で
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考慮に入れて用い方を工夫するならば相当の効果が期待

できよう。

5．　結　　び

　写真を用いて簡易に地質測定を行なうことに主眼を置

いたので，機械の構造や重さ等の点で多少難点もあり，

今後は重量を軽くすることに努めて改良し，写真上所求

（第13巻第3号）

の位置に容易に機械を移動できるようにしたい。なお利」

用の面についても使用回数を重ねることによつていろい

ろの利用方法も考えつくことと思う。一応ここに機械が

完成したので，今回はとりあえず機械の構造と1，2の

利用例につき記述し，大方の御批判を受けたく報告す

る。

　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和36年8月稿）
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